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家庭での生活 リズムの崩れ (睡眠と目覚め,食事の乱れなどによる),あるい外遊び ･仲



























































アンケー ト調査に回答 して下さった教員の年齢分布は,20歳代前半が29%と最 も多 く,
次いで20歳代後半の24.7%となっていた｡20歳代を合計すると53.7% (50名) となり半数
以上を占めている｡30歳代は8.7% (8名) と最 も少なかった｡40歳代は24.7% (23名),
50歳代は12,9% (12名) となっている｡ また,園での担当では,園長 :2名,主任7名,
3歳クラス担任 :22名, 4歳クラス担任 :23名, 5歳クラス担任 :20名,フリー :29名で
あった｡
2)親と保育者の信頼関係に関する質問への回答
図 1は ｢親同士の信頼関係が形成されている判断基準｣への回答をみたものである｡ 半
数以上が子どものことと園行事を話題を選択 している｡私的な話題までやりとりできる関
係は少ないようである｡
図2は ｢担任との信頼関係っ くろうとしない親｣の存在についての回答である｡ 約半数
がいてもわずかと考えている｡ 分からないを選択 した保育者が20名以上居る｡ 人数は少な
いがクラスの半数以下が10名,半数以上が5名を超えている｡
図3は ｢子どもが可愛 く思えないと感 じる親｣がどの程度いると感 じているかへの回答
である｡ 全体としては ｢いても｣わずかと考えている保育者が最 も多 く,約80%いる｡ し
か し人数は少ないが,7,8名が半数以上,半数以下だが居ると回答 した方が10名以上いる｡
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図4は ｢自分の楽 しみを優先 し過ぎる親｣の存在である｡ 半数以下が最も多く35名近 く
居る｡半数はいるが 2番目に多 く,20名を超えている｡ 殆どがそうだという回答も6,7名
居ると
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図2 担任との信頼関係つくろうとしない























































































ことは,個々の具体的場面でお互いが ｢信用｣や ｢信服して依存｣ しようとする気持ちを
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